
　

5
月
21
日
、
お
し
ど
り
学
園
を
開
き
ま

し
た
。

　

今
回
は
、「
元
気
と
幸
せ
―
50
年
の
記

録
―
」
と
題
し
、
写
真
家
の
松
本
利
秋
さ

ん
が
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

松
本
さ
ん
は
、
半
世
紀
に
及
ぶ
写
真
歴

が
あ
り
、
膨
大
な
写
真
の
中
か
ら
よ
り
す

ぐ
っ
た
作
品
を
投
影
し
な
が
ら
、
一
つ
一

つ
の
作
品
に
込
め
た
思
い
を
語
り
ま
し
た
。

　

松
本
さ
ん
が
「
今
ま
で
で
一
番
の
写
真

だ
っ
た
」
と
語
っ
た
の
は
、
赤
と
黄
の
服

を
着
た
高
齢
者
と
幼
児
を
モ
デ
ル
に
、
鳥

取
県
西
部
地
震
復
興
へ
の
願
い
を
込
め
て

写
し
た
作
品
で
す
。「
元
気
」
と
「
幸
せ
」

を
テ
ー
マ
に
、
元
気
の
色
は
赤
色
、
幸
せ

の
色
は
黄
色
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
撮
影
さ
れ

ま
し
た
。
他
に
も
、
こ
れ
ま
で
に
撮
影
し

た
さ
ま
ざ
ま
な
作
品
を
解
説
。
役
場
の
広

報
担
当
と
し
て
カ
メ
ラ
を
握
っ
た
思
い
を

伝
え
ま
し
た
。

　
「
写
真
を
見
た
感
想
を
皆
さ
ん
で
話
し

て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
交
流
が
深
ま
れ
ば

な
に
よ
り
で
す
」
と
結
ん
だ
松
本
さ
ん
。

学
園
生
は
、
写
真
に
込
め
ら
れ
た
思
い
に

心
を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
講
演
の
連
動
企
画
と
し
て
、
５

月
17
日
か
ら
26
日
ま
で
、「
松
本
利
秋
写

真
展
」
を
開
き
ま
し
た
。

　

南
部
町
で
開
催
さ
れ
た
同
展
の
日
野
町

版
と
し
て
、
厳
選
さ
れ
た
37
点
の
写
真
を

展
示
。
奥
日
野
の
自
然
を
余
す
と
こ
ろ
な

く
収
め
た
風
景
写
真
や
、
そ
こ
に
生
き
る

人
々
の
、
そ
の
時
代
の
息
吹
を
感
じ
る
人

物
写
真
、
幾
多
の
瞬
間
を
収
め
た
オ
シ
ド

リ
の
優
雅
な
様
子
な
ど
が
、
見
る
人
の
心

を
揺
さ
ぶ
り
ま
し
た
。

　

学
園
生
は
、
一
枚
一
枚
の
写
真
に
刻
ま

れ
た
時
間
に
、
背
景
と
な
っ
た
当
時
を
懐

か
し
み
な
が
ら
、
写
真
の
前
で
自
然
に
笑

顔
に
。
作
品
か
ら
元
気
を
も
ら
う
様
子
が

見
ら
れ
ま
し
た
。

▼
お
し
ど
り
学
園

笑
顔
で
懐
か
し
み
、
元
気
を
生
み
出
す
50
年
の
記
録

次
回
お
し
ど
り
学
園
の
ご
案
内

日
　
時
　

7
月
16
日
（
金
）
午
前
9
時
30
分

場
　
所
　
町
公
民
館
　
講
堂

内
　
容
　
講
演
　「
た
た
ら
」
ガ
ッ
テ
ン
！
講
座

　
　
　
　
～
日
本
の
近
代
化
を
支
え
た
奥
日
野
の
た
た
ら
の
歴
史
を
、

　
　
　
　
電
子
紙
芝
居
を
交
え
て
解
り
や
す
く
紐
解
き
ま
す
～

　
　
　
　
講
師
　
企
画
制
作
会
社
　
地
域
未
来

　
　
　
　
　
　
　
代
表
　
す
ぎ
は
ら
み
き
を
さ
ん

【
問
合
せ
・
申
込
み
】
町
公
民
館
（
７
４-

０
２
１
２
）

　4 月 27 日、ハッチョウトンボが生息する滝
山公園湿地ビオトープ（小さなトンボ王国）で、
観察用木道の架け替え作業が行われました。
　2012 年に設置された木道の老朽化のため行わ
れた整備作業。木道自体は天然杉を使用してい
ますが、土台は御影石を用いて、水面下でも腐
食しないように工夫されています。

　当日は、ボランティアや町職員を含め
10人以上が作業にあたり、きれいな木道
が完成しました。
　6月 19 日に行われた「ハッチョウトン
ボ観察会」では、日野高校の生徒や黒坂
小学校の児童の協力のもと作成した案内
看板のお披露目式が行われました。

▲「元気と幸せを感じる作品を」
と松本さん

▲美しい風景写真に会話がはずむ

滝山公園湿地ビオトープの木道を整備

整備後の木道整備後の木道

※この事業は「日野町植樹祭レガシー創出事業補助金」を活用して行っています。
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《校訓》　　　　　やさしく・かしこく・たくましく
《学校教育目標》　ふるさとを愛し　たくましく未来へ羽ばたく　子どもの育成
《めざす児童像》　〇人を思いやり　助け合う子ども　　　　〇自分の考えを伝え　進んで遊ぶ子ども
　　　　　　　　〇めあてを持ち　自分を伸ばす子ども
《重点目標》　　　（１）学力の向上
　　　　　　　　（２）情報活用能力の育成
　　　　　　　　（３）地域とかかわる学習・活動の推進
　　　　　　　　（４）心の教育・健康教育の推進

《学校教育目標》　　ふるさとを愛し　心豊かに　たくましく羽ばたく　日野の子の育成
《めざす子ども像》　〇「あいさつ・返事・履物揃え」のできる子
　　　　　　　　　〇進んで学び、工夫して表現する子
　　　　　　　　　〇思いやりの心を持ち、助け合う子
　　　　　　　　　〇最後までやりぬく、たくましい子
《重点目標》　　　　（凡事徹底）「あいさつ・返事・履物揃え」がきちんとできている
　　　　　　　　　（まなび）学習規律を身に付け、意欲的に学習に取り組んでいる
　　　　　　　　　（なかま）自分・友だちの良いところを見つけ、協力して活動に取り組んでいる
　　　　　　　　　（あそび）休憩時間には、友だちと元気に遊んでいる

《学校教育目標》　ふるさとを愛し　心豊かに　たくましく羽ばたく　日野の子の育成
《めざす生徒像》　〇ふるさと日野町を誇り、地域とつながり、未来を創る子ども
　　　　　　　　〇夢や希望、目標に向かって、主体的に学ぶ子ども
　　　　　　　　〇コミュニケーション力、豊かな人間性を持つ子ども
　　　　　　　　〇心も体も健康で、たくましく生きる子ども
《校訓》　　　　　向学　友愛　誠実　自主
《重点目標》　　　（１）生命と人権を尊重する生徒の育成
　　　　　　　　（２）自分に誇りを持ち、さらなる成長を目指す生徒の育成
　　　　　　　　（３）日野町を愛し、日野町を創っていく生徒の育成
　　　　　　　　（４）個性を尊重し補い合う中で、教職員としての能力を高めることができる教職員集団

黒
坂
小
学
校

根
雨
小
学
校

日
野
中
学
校

　5月 12日、今年度 1回目の学校運営協議会を開催し、各学校の学校運営の基本方針を承認しました。また、
各学校から学校評価計画について説明を受けました。

第 1回学校運営協議会

コミュニティ・スクール ＆ 地域学校協働活動　情報

地域学校協働活動

　地域学校協働活動とは、地域と学校とが目標を共有し
て行う「連携・協働」型の活動です。4、5月には、次の
ような活動で、地域の皆さんと学校が協働し、子どもた
ちの活動が充実しました。
　引き続き、地域学校協働活動へのご理解、ご支援をよ
ろしくお願いします。

〇読み聞かせ（各校）
〇プール掃除（黒坂小）
〇日野町音頭指導（根雨小）
〇校内マラソン見守り（日野中）
〇野菜苗植え（黒坂小）
〇田植え（黒坂小・根雨小）

コミュニティ・スクールと学校運営協議会

　学校運営協議会が設置されている学校を、
コミュニティ・スクールといいます。現在、町
内3校に1つの学校運営協議会を設置してい
ますので、3校ともコミュニティ・スクールです。
《学校運営協議会の主な役割》
〇学校運営の基本方針を承認すること
〇学校運営について教育委員会または校長に
　意見を述べることができること
〇教職員の任用について、教育委員会規則で
　定める事項について教育委員会に意見を述
　べることができること

学校運営の基本方針
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